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※同支部の田中岳涼相談役からのご報告です。
令和６年11月24日（日）関西吟詩岳豊会日高支
部創立45周年記念吟詩大会が開催されました。
一部では、記念式典と会員吟詠で緊張の会場雰
囲気。二部では久しぶりに記念祝賀会で会食も
あり、楽しい時間を過ごすことができました。

QR コードにスキャンをかけて白鷺ホームページに

ジャンプしてください。

松尾会長の左から４代目、５代目、６代目支部
長に、支部発展寄与したと花束贈呈を受けまし
た。

◆日高支部広報紙「ひだか」に田中岳涼相談役
が『白鷺ホームページを見てみましょう』と記
事を書いてくださっています。

●  第 21 回公認岳豊会吟詠の

集い競吟大会　6/23

●  第 46 回 豊岡市日高文化協

会・文化祭に参加しました 

10/20
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大会次第は、セレモニー・会員吟詠・（休憩）・
式典・来賓吟詠・来賓剣詩舞と進みました。

公認浜松鷺長会創立60周年記念大会開催される☆

白鷺所属の標題の大会が開催されました。
日時：令和6年11月24日（日）午後一時開会
場所：ホテルクラウンパレス浜松（JR浜松駅前）

オープニング・
懇親会
和気あいあいの元、
懇親会で皆さんの
絆を深めました☆

※ 白鷺関係者とし
て参加させてい
ただきましたの
でご報告いたし
ます。（塩路）

関西吟詩が制作した
第四弾「吟詠歌謡」
を来賓で臨席された
古賀千翔先生がご披
露されました

60周年構成吟
「一休さん（一休宗純）」
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AI（人工知能）は、どう答える⁉
「吟じる」ことと「詠じる」ことの音声学的な 
違いは⁉

＊AIに文字（音声）でこの質問をすると、次のような文字（音声）の答えが返ってきました‼️
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　「吟じる」ことと「詠じる」ことの音声学的な違いについてですね。
　 「吟じる」と「詠じる」は、どちらも詩歌や文章を声に出して表現することを指しますが、そのニュ

アンスや使われる文脈に違いがあります。

₁. 吟じる
 ＜意味＞
　* 主に漢詩や和歌などを、一定の節や調子をつけて歌うように読むこと。
　*  声に出して読むだけでなく、内容や情景を表現するために、身振り手振りや表情をつけることも

あります。
 ＜特徴＞
　* 音楽的要素：音楽的な要素が強く、節回しや抑揚をつけて、歌うように表現することが多いです。
　* 感情表現：詩歌に込められた感情や情景を、声の抑揚やリズムに乗せて表現します。
　* 伝　統：伝統的な芸能や儀式などで、古典的な詩歌を吟じることがあります。
* 例:
　* 「漢詩を吟じる」　 * 「詩吟を習う」

₂. 詠じる
＜意味＞
　* 主に和歌や短歌などを、声に出して読むこと。
　* 「吟じる」に比べて、より文章を読むことに近いニュアンスがあります。
＜特徴＞
　* 朗読に近い：音楽的な要素は「吟じる」ほど強くはなく、朗読に近い形で読まれることが多いで
す。
　* 言葉の意味：詩歌に込められた言葉の意味や内容を、正確に伝えることが重視されます。
　* 現代性：現代の詩歌や文章を詠じることもあります。
* 例:
　* 「短歌を詠じる」　　* 「自作の詩を詠む」

【音声学的な違い】
　「吟じる」と「詠じる」の音声学的な違いは、主に以下の点にあります。
　*  リズムとイントネーション：「吟じる」は、より音楽的なリズムやイントネーションを伴います。

詩歌の内容や感情に合わせて、声の高さや強さ、速さを変化させます。一方、「詠じる」は、比
較的フラットなリズムとイントネーションで読まれることが多いです。

　*  声質：「吟じる」は、声に抑揚や響きを持たせ、感情を豊かに表現することが求められます。一方、
「詠じる」は、言葉の意味を明確に伝えるために、クリアな発音が重視されます。

＜まとめ＞
　 「吟じる」と「詠じる」は、どちらも詩歌や文章を声に出して表現することですが、その表現方法

やニュアンスに違いがあります。「吟じる」は、より音楽的で感情豊かな表現方法であり、「詠じる」
は、より朗読に近い形で、言葉の意味を正確に伝えることを重視する表現方法であると言えます。

コラム
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鷺舟会　玉出支部
2024年11月18日（月）鷺舟会玉出支部に広報部
2名訪問させて頂きました。西成区玉出にある
寿光寺の一角、天井の高い、よく声の響く教場
でした。鷺舟会は昭和28年創設、この玉出支部
は昭和48年から今まで継続されている、長い歴
史のある支部です。

現在は若林鷺誓先生の元、加藤扇郊先生を講師
に女性9名、男性2名の教室です。男性１名は95
歳と高齢のため本日はお休みとの事でした。女
性は年齢が70歳から90歳まで、吟歴も8年から
50年以上の方まで幅広く、教室は週1回で月4回、
会場の都合で開催できないときは、日にちを変
更しても必ず週1回、月4回は練習されていると
のことで、とても熱心な教室です。女性は加藤
先生、鈴木先生、山口さん、小川さん、吉川さ
ん、石橋さん、艸葉さん、浜口さん、下村さん。
競吟にも参加されているとの事でした。白鷺の
記念大会、青年部大会、女性部大会やバスツアー
などいろいろなイベントに加藤先生をはじめ、
皆さんで参加されています。

本日は2時より開始。まずは、あえいうえおあ
お･･･、パタカラ体操、アメンボ赤いな･････な
ど、若林先生の先導でたっぷりとお口の体操。
続いて、律詩B-38「途上」(南摩綱紀)を本数6本
から８本まで一気に3回合吟、３本の若林先生
に合わせてもう１回。皆さんベテランなので、
１節ずつの練習ではなく、即律詩8行の吟詠で
す。一緒に続けて4回、律詩を吟じさせて頂き、
体がホカホカとしてくるようでした。
それから、それぞれ独吟、加藤先生からやさし
くアドバイスを頂き皆さん少し緊張気味でした
が、しっかりと吟じておられ、さすがでした。
独吟の最後は若林先生が良いお声で締められて
前半終了。
休憩して歌謡吟「白虎隊」を全員で吟詠、「途上」
に関係があるので白虎隊を選ばれたとの事でし

た。最後に来年の本
部婦人部に向けての
練習をして予定終
了。皆さん本当に前
向きで、熱心に一生
懸命、笑顔で詩吟人
生を楽しんでおられ
る様です。

詩吟を吟ずるだけでなく、いろいろな詩吟につ
ながることを楽しむ姿勢も教場の長く続いてい
る一因になっていると思いました。遠方から通
われている方もおられます。皆さん「また来週
ね！」と笑顔で散会。
とても温かい雰囲気のお教室でした。ずっと
ずっと続けていって頂きたいと思います。若林
先生はじめ玉出支部の皆様、有難うございまし
た。

広報部：天田澄慈、福永洋恵（記）

シリーズシリーズ　教室探訪コーナ教室探訪コーナーー



（19）

　頼山陽の終の棲家を訪ねました。
　京都市上京区・鴨川に面した住宅街にあり、
思わず通り過ぎてしまうほど周りに溶け込んだ
佇まいでした。大阪江戸堀で生まれた頼山陽は
広島で母と10年間暮らしたようです。32歳で京
都に出て６回ほど転居の後、43歳でこの地に出
会い、居を構えた。６年後には自分好みに建て

替えた書斎が
「山紫水明処」
です。
　当初は鴨川
の西故に「水
西荘」と名付

けたそうですが今は「山紫水明処」です。
　その頃の鴨川は縁の欄干近くまでも川が近づ
き、竿をたらして魚をつり、また文人達と杯を
交わし語らう無上の喜びの日々を過ごしたよう
です。欄干には中国風の趣で湿気に強い栗材が
使われ、山陽の拘りが滲み出ていました。
　蒸し暑い京都にそよ風の通る窓には南天の自
然木をあしらい、風を楽しんだ書斎は茶室にも
なった四畳半でした。冬には当時としても珍し
い二重戸にしたガラス障子はいわゆるギヤマン
との説明でした。今も手作りの波打ったガラス
から入る屈折した光は風情を醸し出していまし
た。夏のあつさも冬の寒さまでも山陽は趣向を
凝らし楽しんだのでしょう。
　関西吟詩文化協会総本部の二階に新しく表装
され飾られている額に「山紫水明処」の文字が。

本部で開催され
ています「詩游
クラブ」で近畿
漢詩連盟会長 佐
藤煒水先生の講
演時に先生の目
に留まり、この
額の説明をして
頂きました。
　驚きました。

　向こう岸に住んでいたと言われている梁川星
巖や江馬細香と生涯の友であった篠崎小竹など
を招いた楽しい昔の風景には昔の母屋や広い鴨
川までも描かれています。
　東山三十六峰を一望できる山紫水明処でした。

天田　澄慈（記）

史 跡 探 訪 の 旅

頼山陽の好きだった山紫水明処
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（一号車　鷺恵会　北浦広恵）

　今回は女性部初めての社会見学を企画しまし
た。
　開催日の前後に行事が多く、案内・申込書を
発送し、最終71名の申し込みがあった時は感謝
し、楽しい旅にしなくてはと力が入りました。
　♢ 参加者　71名（うち２名は欠席）バスは２

台で（１号車34名・２号車35名）
　♢ 訪ねる二つの地はどちらも狭小建物で、午

前・午後とバス１台ずつ交互に見学する。
　♢「旅のしおり」を作成する。
　10月１5日（火）当日、８時30分　全員集合
　京都に向って２号車出発！　１号車出発！
　１号車の中では忙しくお茶、おやつ、旅のし
おりを配布し、添乗員からの説明、役員の挨拶、
自己紹介が終わる頃には和やかな会話が弾み、
お天気も明るい青空になってきました。
午前中は頼 山陽 ゆかりの地 『山

さん

紫
し

水
すい

明
めい

處
しょ

』の
見学です。
　到着、バスを降りて少し歩き人家の間を入り
木戸をぬけると、そこに「山紫水明處」が。
　小さい床の間のある４畳半と２畳の部屋と半
坪の板の間、そして小さい庭がありました。
　約半分の16名くらいは畳に上がり残りは外に
立って、担当の方からお話をお聞きました。
　「 頼 山陽32歳で京都に出て転居を繰り返し43

歳でこの三本木の地に水西荘（鴨川の西の
意）を構え、49歳（1828年）敷地内に工夫
を凝らした独自の好みでこの山紫水明處を

書斎兼茶室として建てました。当時は書斎
の下の石垣を洗うように鴨川が流れ対岸に
東山三十六峰を一望でき、山陽はこの景色
を愛しました。「日本外史」もここで完成し
ました。」

　「その障子のガラスは当時のままです。」と説
明され、みんな一斉に「触ったらあかんよ！」
と注意。
　優しく丁寧にお話くださった上品な女性が頼
家の６代目と知り大感激でした。
最後に頼 山陽作　「母を奉じて嵐山に遊ぶ」を
みんなで合吟しました。
　バスに乗り昼食場所の『しょうざんリゾート
京都』へ。
　２号車の到着を待って全員揃っての昼食で
す。井上女性部長の挨拶があり、ビールで乾杯！
　目の前には、彩りも綺麗な京料理が並び、ゆっ
くり味わいました。大勢で食事をするのは楽し
いですね。すべて残さずいただきました。「ご
ちそうさまでした」
　庭園を散策し、号車ごとに集合写真を撮りま
した。笑顔で撮れました？
　午後は松尾芭蕉　ゆかりの地　『金

こん

福
ぷく

寺
じ

』の
見学です。　１号車出発！
　お寺に到着までの時間を使って「旅のしおり」
の松尾芭蕉のページのお話を。その中に載る松
尾芭蕉作の俳句「京にても」を皆で合吟をしま
した。皆さんにとっては初見の俳句です、先導
担当者は緊張していましたが、コンダクターの
伴奏が始まると皆さんが一斉に大きな声でしっ
かり詠ってくださったので、「よかった！」と
笑顔になっていました。
　バスが入れず降りて暫く歩き金福寺に到着。
石段を上りますと本堂が見えてきました。
ここでは20名以上は本堂に上がることが出来、
担当の方からお話をお聞きしました。
　「 金福寺、もとは天台宗の寺であったが元禄

年間に鉄舟和尚が再興し臨済宗南禅寺派の

女性部だより女性部だより

白鷺女性部京都日帰りの旅『松尾芭蕉と頼 山陽ゆかりの地を訪ねて』 を終えて
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寺となりました。芭蕉は京都を吟行したこ
ろ、当寺の草庵で閑居していた住職鉄舟和
尚を訪れ、風雅の道について語り合い親交
を深め、後に和尚は庵を「芭蕉庵」と名付
けた。その後85年ほどして、芭蕉を慕う与
謝蕪村が当寺を訪ね荒廃した庵を惜しみ「芭
蕉庵」を再興しました。」

また、作家 船橋聖一の小説「花の生涯」のヒ
ロイン 村山たか女が尼となり生涯を終えた寺
です。
　芭蕉の碑、芭蕉像、蕪村の遺愛品、たか女の
ご位牌、遺品が残されており、背後の丘には蕪
村ら俳人の墓や句碑があります。
　本堂のすぐそばに枯山水の庭園があり、一面
の白砂と背景に広がるサツキの築山があり、秋
の紅葉が美しいそうです。
　見学を終えバスに戻り、次の行き先は京銘菓

『おたべ本館』へ。２号車が待ってくれていま
した。
　店に入りますとなんと「ゴディバ」と「おた
べ」がコラボした製品が。誰かが美味しいらし
いです！と。ではといろんな味の箱を抱えてレ
ジは行列、「稽古場のお土産に」と買物する声
が楽しそうでした。
　２台のバスにそれぞれ戻り、京都で降りる方
達を見送り一路大阪へ。
　バスの中では、ゆっくりお菓子を食べて、笑っ
て、おしゃべりして帰ってきました。

（二号車　淞苑会　中野　苑眞）
　10月15日（火）女性部の社会見学に参加して
きました。行き先は京都（洛北）、【松尾芭蕉と
頼山陽のゆかりの地を訪ねて】初めて訪ねる場

所でしたので、とても楽しみです。お天気にも
恵まれ新大阪からバス二台での出発です。
　車中では、自己紹介や松尾芭蕉の「京にても」
の練習をしました。最初の地「金福寺」は、芭
蕉が旅の途中で立ち寄った場所だとか。蕪村や
村山たか女のゆかりの寺としてひっそりした佇
まいで、小高い丘には詣墓や御位牌などがあり、
手を合わせてきました。しょうざんリゾートで
は、北山杉のどっしりとした庭園を通っての食
事処では、とても美味しく大満足でした。
　次は、頼山陽の書斎「山紫水明処」東西南北
四季折々に合わせて至る所に山陽のこだわりが
あると聞きました。ここでは、車中で練習した
「母を奉じて嵐山に遊ぶ」の合吟をしました。
　最後はお土産です。皆さんとても楽しそうで、
たくさんのお土産を買い込んでバスに乗り込み
ました。渋滞することもなく、車窓から眺める
色づき始めた木々や山々、鴨川の流れを観なが
ら、友人とおしゃべりもしながらの楽しいバス
旅でした。
　後日、冊子に綴られていた「奥の細道の紀行
図」を見ながら、以前訪ねたことのある場所を
見つけては、寄り道の地図の旅も楽しい時間で
した。
　旅行に携わって下さった皆様、本当にありが
とうございました。二度楽しめた旅だった気が
します。

QR コードを写し取

り白鷺ホームページ

へジャンプしてくだ

さい。

☟
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白鷺連合会組織系統一覧
（令和 6年 12 月現在）

さ
ぎ
す

（故） 

塩
谷
鷺
声

（故） 

吉
村
鷺
紅

（故） 

松
尾
鷺
恵

（故） 

寺
島
鷺
狂

（
立
売
堀
）

（
さ
ぎ
す
）

（
船
場
）（故） 

西
森
鷺
森

（故） 

井
上
鷺
孝

（故） 

絹
笠
鷺
陽

（故） 

富
樫
鷺
樫

（故） 

領
木
鷺
舟（
鷺
舟
会
）

（故） 

佐
々
木
鷺
郷

（故） 

伊
豆
丸
鷺
洲

（故） 

徳
田
鷺
富（
相
愛
・
八
弘
）

（故） 

北
原
鷺
秋（
鷺
秋
会
）

（故） 

佐
藤
鷺
照（
鷺
照
会
）

（故） 

中
村
鷺
広

（故） 

難
波
鷺
枠

（故） 

大
森
鷺
帆

（故） 

田
坂
鷺
峡

（故） 

大
久
保
鷺
諷

（故） 

土
居
鷺
行（
や
ま
と
）

（故） 

斎
藤
鷺
報  
●（
浜
松
鷺
長
会
）

（故） 

増
田
鷺
璋  

●（
天
理
吟
詠
会
）

（故） 

飯
田
鷺
長

（故） 

太
田
博
貞

（故） 

太
田
博
鈴

（故） 

小
佐
野
鷺
桂
（
桂
心
流
）

（故） 

高
見
鷺
播

（故） 

木
村
曙
風

（故） 

新
谷
曙
風

（故） 

津
雲
鷺
曙

（故） 

沼
田
鷺
定

（故） 

和
気
晴
帆

（故） 

伊
藤
鷺
栖

（故）
幸
田
鷺
宝

（故） 

吉
田
鷺
鈴

（
旭
鈴
）（故） 

安
藤
鷺
春

（
春
靜
）

（
春
鷺
声
栄
）細
田
鵬
声

（
東
声
）

北
井
澄
声（
澄
声
）

塩
路
澄
誠

（
門
真
）（故） 

山
本
鷺
覚

（
東
影
桜
ノ
宮
）（故） 

深
谷
袿
声

（
東
影
大
日
）
（故） 

近
藤
加
声
萩
原
佳
影（
佳
影
）

（
東
影
）（故） 

石
坂
鷺
彰

（
西
淀
川
）（故） 

平
田
鷺
攝

（
鷺
粋
吟
詠
会
）（故） 

難
波
鷺
吹

（
玉
出
）（故） 

島
崎
鷺
郊

中
村
鷺
尚

若
林
鷺
誓

（
鷺
郷
浄
正
）

（
鷺
郷
八
坂
）

（
鷺
郷
水
口
）

光
石
鷺
臣

森
田
岳
帆

（
志
舟
長
岡
京
）

（
志
舟
東
粉
浜
）

（
志
舟
玉
出
）

（
志
舟
本
庄
）

（
志
舟
）（故） 

畑
　
穂
舟

（
広
島
夕
朋
）（故） 

松
井
夕
朋

（
成
秋
会
）（故） 

綿
榎
鷺
鶴（

守
目
堂
）（故） 

北
井
鷺
淞

（
山
の
辺
）（故） 

森
川
鷺
峰

村
松
穂
松

徳
稲
穂
晃

（
山
形
吟
礼
）（故） 

須
貝
岠
孝

（
茨
木
清
流
） （故） 

西
村
鷺
恍

（故） 

三
井
鷺
孫

（故）
山
根
鋒
孝

（
吼
月
）（故） 

北
池
鷺
吼

中
村
寿
吼

矢
野
陽
吼

表
西
鵬
吼

（故） 

森
　
琥
吼

（
桜
鳳
）
田
代
鳳
紅

（
堀
江
）
（故） 

原
　
瑞
声

（故） 

三
松
鷺
愛

（
岩
田
）

関
西
大
学
吟
詠
部

（
石
切
）北
森
愛
鈴（
愛
鈴
）

（
鷺
恵
会
め
ぐ
み
）

（
孔
攝
）

（
さ
わ
ら
び
）

（
逍
和
）

（
澱
江
）

（
鷺
恵
会
鶴
見
）

（
鷺
恵
会
海
老
江
）

（
鷺
恵
会
福
島
）

（
鷺
恵
会
西
友
）

（
鷺
恵
会
泉
州
）

佐
藤
旨
孝

伊
藤
恍
識

（
豊
岡
）

（
日
高
）

（
城
崎
）

（
出
石
但
東
）

高
田
芝
粋

難
波
恭
粋

山
本
誠
山

安
楽
秋
声

（
松
韻
）

大
取
鷲
照

片
山
鷺
丘

●（
鷺
照
吟
詠
会
）鈴
木
睨
照（

夕
月
会
）

（
成
秋
会
）平
谷
秋
景

小
平
秋
紅

●（
鷺
伸
吟
詠
会
）

●（
青
誠
会
）加
納
誠
旺

●（
広
島
鷺
夕
会
）

西
村
夕
城

（
鷺
夕
中
央
）

（
曳
馬
野
）

（
晶
詠
）

（
湖
西
）

（
遠
江
）

城
　
曙
灮

坪
井
曙
水

（
広
島
鷺
津
会
）
川
本
鷺
津

（
広
島
鷺
雲
）
濱
野
鷺
雲

（
広
島
鷺
嚴
）
橋
本
鷺
嚴

（
島
根
浜
鷺
吟
詠
会
）

土
居
鷺
鏡

植
村
鷺
登斉

藤
鷺
鉄

長
江
定
啓

（
名
古
屋
）伊
東
鷺
伸

（
関
西
大
学
吟
詩
部
）伊
東
鷺
伸

（
浄
北
塾
）

（
鷺
播
葦
風
会
）

（
鷺
播
下
里
）

（
桃
山
学
院
大
学
詩
吟
部
）

村
田
訓
洲

宮
崎
訓
胤

（
名
古
屋
）

（
淞
苑
）中
谷
淞
苑

田
中
鷺
華

森
川
鷺
昭

森
村
峰
山

（
青
誠
会
大
阪
中
央
）

（
青
誠
会
八
鹿
）

（
知
多
半
島
）

（
名
古
屋
城
北
）

（
名
古
屋
中
川
）

（
東
尾
張
）

（
中
京
）

（
加
美
）

（
大
阪
伸
友
）

（
愛
知
や
わ
ら
ぎ
）

（
豊
中
上
新
田
）

（
北
九
州
）

中
川
鷺
嘯

岡
村
報
洋（故）

小
井
鶴
伸

吉
田
鷺
航

飯
田
報
信

（
和
）

（
浜
松
）

（
犬
居
）

（
鷺
夕
安
芸
）

（
鷺
夕
東
）

（
鷺
夕
西
）

（
鷺
夕
南
）

（
鷺
夕
北
）

（
鷺
夕
東
広
島
）

●（
岡
山
鷺
照
会
）馬
場
鷺
昌
　
　
元
宗
琮
照

（
岡
山
旭
川
）
大
角
鷺
栄

（
岡
山
備
前
）

（
広
島
鷺
博
会
）
石
堂
鷺
博

（
広
島
鷺
栖
会
）

末
光
栖
鳳

金
本
曙
紘

新
林
忠
嚴

玉
木
曙
璋

（
岡
山
晴
吟
塾
）

蓬
郷
瑛
帆

太
田
貞
旭

（
広
島
峡
竹
）
辰
岡
海
峡

岩
田
澪
峡

高
橋
正
諷

（
広
島
博
貞
）

（
広
島
鷺
峡
会
）

（
広
島
鷺
諷
会
）

（
広
島
鷺
曙
会
）

（
澱
東
）

（
蒲
田
）

（
千
本
）

（
淀
川
）

（
東
淀
）

（
明
友
）

（
瓢
箪
山
）

●（
鷺
声
吟
詠
会
）（故） 

北
田
鷺
仰

●（
鷺
恵
会
）

●（
攝
友
会
）（故） 

堀
月
孝
（故） 

芳
野
歩
孝

坂
口
貴
孝

●（
鷺
迪
吟
詠
会
）

（
迪
友
西
淀
川
）
安
田
鷺
迪

●（
岳
豊
会
）松
尾
岳
豊 松

尾
佳
恵

森
田
鷺
豊

京
都
中
心
会

親
さ
ぎ

玉
出

岡
山

広
島

天
理
時
報
社

天
理

丹
波
市

関
西
大
学

（
鷺
郷
）大
橋
鷺
迅

岡
田
鷺
甫

北
村
鷺
冠

堂
本
鷺
諶

（
旭
）

（
吟
鴒
会
）

（
吟
和
）

（
城
苑
）

（
西
育
）

（
白
鷺
京
都
）

近
藤
鷺
酒

佐
古
都
声

森
璽
声

（
土
佐
清
水
清
吟
）

黒
瀬
蔦
声（
蔦
声
）

（
東
声
Ｊ
Ｐ
Ｕ
）

（
澄
峰
・
澄
峰
上
斎
原
）松
坂
澄
峰

（
双
仟
）（故） 
中
野
鷺
訓

● 印 本部公認会
消滅支部会
退会支部会

（
名
古
屋
南
）

（
名
古
屋
西
）

（故）

原
田
天
照

根
鷺
夕

（故）

（故） 

谷
澤
暁
声

吉
田
季
孝

俵
積
田
輝
孝

山
川
湃
孝

（故） 

森
口
雪
孝

古
賀
戌
孝

（故） 

石
橋
夕
操

木
村
虹
伸



（23）

白鷺連合会組織系統一覧
（令和 6年 12 月現在）

さ
ぎ
す

（故） 

塩
谷
鷺
声

（故） 

吉
村
鷺
紅

（故） 

松
尾
鷺
恵

（故） 

寺
島
鷺
狂

（
立
売
堀
）

（
さ
ぎ
す
）

（
船
場
）（故） 
西
森
鷺
森

（故） 

井
上
鷺
孝

（故） 

絹
笠
鷺
陽

（故） 

富
樫
鷺
樫

（故） 

領
木
鷺
舟（
鷺
舟
会
）

（故） 

佐
々
木
鷺
郷

（故） 

伊
豆
丸
鷺
洲

（故） 

徳
田
鷺
富（
相
愛
・
八
弘
）

（故） 

北
原
鷺
秋（
鷺
秋
会
）

（故） 

佐
藤
鷺
照（
鷺
照
会
）

（故） 

中
村
鷺
広

（故） 

難
波
鷺
枠

（故） 

大
森
鷺
帆

（故） 

田
坂
鷺
峡

（故） 

大
久
保
鷺
諷

（故） 

土
居
鷺
行（
や
ま
と
）

（故） 

斎
藤
鷺
報  

●（
浜
松
鷺
長
会
）

（故） 

増
田
鷺
璋  

●（
天
理
吟
詠
会
）

（故） 

飯
田
鷺
長

（故） 

太
田
博
貞

（故） 

太
田
博
鈴

（故） 

小
佐
野
鷺
桂
（
桂
心
流
）

（故） 

高
見
鷺
播

（故） 

木
村
曙
風

（故） 

新
谷
曙
風

（故） 

津
雲
鷺
曙

（故） 

沼
田
鷺
定

（故） 

和
気
晴
帆

（故） 

伊
藤
鷺
栖

（故）
幸
田
鷺
宝

（故） 

吉
田
鷺
鈴

（
旭
鈴
）（故） 

安
藤
鷺
春

（
春
靜
）

（
春
鷺
声
栄
）細
田
鵬
声

（
東
声
）

北
井
澄
声（
澄
声
）

塩
路
澄
誠

（
門
真
）（故） 

山
本
鷺
覚

（
東
影
桜
ノ
宮
）（故） 

深
谷
袿
声

（
東
影
大
日
）
（故） 

近
藤
加
声
萩
原
佳
影（
佳
影
）

（
東
影
）（故） 

石
坂
鷺
彰

（
西
淀
川
）（故） 
平
田
鷺
攝

（
鷺
粋
吟
詠
会
）（故） 

難
波
鷺
吹

（
玉
出
）（故） 

島
崎
鷺
郊

中
村
鷺
尚

若
林
鷺
誓

（
鷺
郷
浄
正
）

（
鷺
郷
八
坂
）

（
鷺
郷
水
口
）

光
石
鷺
臣

森
田
岳
帆

（
志
舟
長
岡
京
）

（
志
舟
東
粉
浜
）

（
志
舟
玉
出
）

（
志
舟
本
庄
）

（
志
舟
）（故） 

畑
　
穂
舟

（
広
島
夕
朋
）（故） 

松
井
夕
朋

（
成
秋
会
）（故） 

綿
榎
鷺
鶴（

守
目
堂
）（故） 

北
井
鷺
淞

（
山
の
辺
）（故） 

森
川
鷺
峰

村
松
穂
松

徳
稲
穂
晃

（
山
形
吟
礼
）（故） 

須
貝
岠
孝

（
茨
木
清
流
） （故） 

西
村
鷺
恍

（故） 

三
井
鷺
孫

（故）
山
根
鋒
孝

（
吼
月
）（故） 

北
池
鷺
吼

中
村
寿
吼

矢
野
陽
吼

表
西
鵬
吼

（故） 

森
　
琥
吼

（
桜
鳳
）
田
代
鳳
紅

（
堀
江
）
（故） 

原
　
瑞
声

（故） 

三
松
鷺
愛

（
岩
田
）

関
西
大
学
吟
詠
部

（
石
切
）北
森
愛
鈴（
愛
鈴
）

（
鷺
恵
会
め
ぐ
み
）

（
孔
攝
）

（
さ
わ
ら
び
）

（
逍
和
）

（
澱
江
）

（
鷺
恵
会
鶴
見
）

（
鷺
恵
会
海
老
江
）

（
鷺
恵
会
福
島
）

（
鷺
恵
会
西
友
）

（
鷺
恵
会
泉
州
）

佐
藤
旨
孝

伊
藤
恍
識

（
豊
岡
）

（
日
高
）

（
城
崎
）

（
出
石
但
東
）

高
田
芝
粋

難
波
恭
粋

山
本
誠
山

安
楽
秋
声

（
松
韻
）

大
取
鷲
照

片
山
鷺
丘

●（
鷺
照
吟
詠
会
）鈴
木
睨
照（

夕
月
会
）

（
成
秋
会
）平
谷
秋
景

小
平
秋
紅

●（
鷺
伸
吟
詠
会
）

●（
青
誠
会
）加
納
誠
旺

●（
広
島
鷺
夕
会
）

西
村
夕
城

（
鷺
夕
中
央
）

（
曳
馬
野
）

（
晶
詠
）

（
湖
西
）

（
遠
江
）

城
　
曙
灮

坪
井
曙
水

（
広
島
鷺
津
会
）
川
本
鷺
津

（
広
島
鷺
雲
）
濱
野
鷺
雲

（
広
島
鷺
嚴
）
橋
本
鷺
嚴

（
島
根
浜
鷺
吟
詠
会
）

土
居
鷺
鏡

植
村
鷺
登斉

藤
鷺
鉄

長
江
定
啓

（
名
古
屋
）伊
東
鷺
伸

（
関
西
大
学
吟
詩
部
）伊
東
鷺
伸

（
浄
北
塾
）

（
鷺
播
葦
風
会
）

（
鷺
播
下
里
）

（
桃
山
学
院
大
学
詩
吟
部
）

村
田
訓
洲

宮
崎
訓
胤

（
名
古
屋
）

（
淞
苑
）中
谷
淞
苑

田
中
鷺
華

森
川
鷺
昭

森
村
峰
山

（
青
誠
会
大
阪
中
央
）

（
青
誠
会
八
鹿
）

（
知
多
半
島
）

（
名
古
屋
城
北
）

（
名
古
屋
中
川
）

（
東
尾
張
）

（
中
京
）

（
加
美
）

（
大
阪
伸
友
）

（
愛
知
や
わ
ら
ぎ
）

（
豊
中
上
新
田
）

（
北
九
州
）

中
川
鷺
嘯

岡
村
報
洋（故）

小
井
鶴
伸

吉
田
鷺
航

飯
田
報
信

（
和
）

（
浜
松
）

（
犬
居
）

（
鷺
夕
安
芸
）

（
鷺
夕
東
）

（
鷺
夕
西
）

（
鷺
夕
南
）

（
鷺
夕
北
）

（
鷺
夕
東
広
島
）

●（
岡
山
鷺
照
会
）馬
場
鷺
昌
　
　
元
宗
琮
照

（
岡
山
旭
川
）
大
角
鷺
栄

（
岡
山
備
前
）

（
広
島
鷺
博
会
）
石
堂
鷺
博

（
広
島
鷺
栖
会
）

末
光
栖
鳳

金
本
曙
紘

新
林
忠
嚴

玉
木
曙
璋

（
岡
山
晴
吟
塾
）

蓬
郷
瑛
帆

太
田
貞
旭

（
広
島
峡
竹
）
辰
岡
海
峡

岩
田
澪
峡

高
橋
正
諷

（
広
島
博
貞
）

（
広
島
鷺
峡
会
）

（
広
島
鷺
諷
会
）

（
広
島
鷺
曙
会
）

（
澱
東
）

（
蒲
田
）

（
千
本
）

（
淀
川
）

（
東
淀
）

（
明
友
）

（
瓢
箪
山
）

●（
鷺
声
吟
詠
会
）（故） 

北
田
鷺
仰

●（
鷺
恵
会
）

●（
攝
友
会
）（故） 

堀
月
孝
（故） 

芳
野
歩
孝

坂
口
貴
孝

●（
鷺
迪
吟
詠
会
）

（
迪
友
西
淀
川
）
安
田
鷺
迪

●（
岳
豊
会
）松
尾
岳
豊 松

尾
佳
恵

森
田
鷺
豊

京
都
中
心
会

親
さ
ぎ

玉
出

岡
山

広
島

天
理
時
報
社

天
理

丹
波
市

関
西
大
学

（
鷺
郷
）大
橋
鷺
迅

岡
田
鷺
甫

北
村
鷺
冠

堂
本
鷺
諶

（
旭
）

（
吟
鴒
会
）

（
吟
和
）

（
城
苑
）

（
西
育
）

（
白
鷺
京
都
）

近
藤
鷺
酒

佐
古
都
声

森
璽
声

（
土
佐
清
水
清
吟
）

黒
瀬
蔦
声（
蔦
声
）

（
東
声
Ｊ
Ｐ
Ｕ
）

（
澄
峰
・
澄
峰
上
斎
原
）松
坂
澄
峰

（
双
仟
）（故） 

中
野
鷺
訓

● 印 本部公認会
消滅支部会
退会支部会

（
名
古
屋
南
）

（
名
古
屋
西
）

（故）

原
田
天
照

根
鷺
夕

（故）

（故） 

谷
澤
暁
声

吉
田
季
孝

俵
積
田
輝
孝

山
川
湃
孝

（故） 

森
口
雪
孝

古
賀
戌
孝

（故） 

石
橋
夕
操

木
村
虹
伸



（24）

仲良く楽しく健やかに、
そして一語一縁　吟の輪を広げていこう

公 認 鷺 伸 吟 詠 会
名古屋支部・北九州支部・豊中上新田支部・大阪伸
友支部・名古屋城北支部・知多半島支部・名古屋中
川支部・東尾張支部・中京支部・名古屋南支部・名
古屋西支部・愛知やわらぎ支部

会 主 伊 東 鷺 伸
会 長 木 村 虹 伸
副会長・指導局長 森 川 源 伸
副会長・外事局長 片 山 纓 伸
副会長・管理局長 権 田 啼 伸
常 任 相 談 役 渡 邉 燕 伸
常 任 相 談 役 岩 月 恵 伸
総 務 部 長 中 村 纓 照
指 導 部 長 沢 田 房 詠
研 修 部 長 伊 藤 鶴 鈴
昇 段 昇 格 部 長 桐 生 暄 伸
第一渉外部長・女性部長 安 達 菫 伸
第 二 渉 外 部 長 石 井 磊 伸
企 画 部 長 四方田　瓏　伸
事 業 部 長 須 田 向 伸
広 報 部 長 横 山 岑 芳
広 報 副 部 長 竹 内 聲 希
財 務 部 長 野 田 恒 朝
事務局長・企画広報局長 森 　 穣 山
常 任 理 事 久 保 俊 伸
常 任 理 事 吉 田 詔 伸
常 任 理 事 村 松 秦 伸
常 任 理 事 菊 地 沃 伸
常 任 理 事 髙 清 守 伸
常 任 理 事 城 所 桶 伸
常 任 理 事 山 田 錐 伸
常 任 理 事 二 村 伶 伸
青 年 部 長 本 多 穣 崇
華 頂 部 長 榊 原 容 道
会 計 監 査 金 城 卓 伸
会 計 監 査 金 城 琢 伸
相 談 役 齊 藤 鷺 鉄
相 談 役 松 村 王 声
相 談 役 佐 伯 柏 泉
事務局　〒460-0002  名古屋市中区丸の内3-20-5 

オアシス日向404号室
TEL 052-951-8276　FAX 052-953-8732
HP roshin.jp　メール roshinginei@wing.ocn.ne.jp

公 認 浜 松 鷺 長 会
会 主 吉 田 鷺 航
会 長 飯 田 報 信
理事長（副講師） 飯 田 報 鷲
事務局長（副会長） 森 下 報 薫
（ 副 会 長 ） 飯 田 報 彩
和支部長（副会長） 鈴 木 修 碩
浜 松 支 部 長 村 松 涼 憲
曳 馬 野 支 部 長 青 嶋 洋 江
犬居支部長・女性部長 森 下 航 琳
遠 江 支 部 長 武 田 修 紳
西 山 支 部 長 牧 田 修 景
会 計 條 　 洋 昌

〃 紀 野 洋 実
役員・会員一同

公 認 攝 友 会
常 任 相 談 役 坂 口 貴 孝

〃 森 　 婕 孝
〃 髙 木 辰 孝
〃 谷 口 人 孝

会 長 古 賀 戍 孝
副 会 長 前 田 燁 孝

〃 岡 田 省 孝
理 事 長 小 林 攝 匍
副 理 事 長 中 西 攝 勝

〃 山 口 嫄 孝
〃 田 中 攝 芯

責 任 講 師 岡 田 省 孝
事 務 局 長 宮 里 恍 通
企 画 広 報 部 長 平 岡 娟 譲
事 業 部 長 田 中 攝 芯
経 理 部 長 中 野 恍 春
作 詩 部 長 速 水 正 攝
女 性 部 長 田 中 攝 芯
青 年 部 長 石 本 恍 武
指 導 部 部 長 池 田 恍 聖
〃 講 師 岡 田 省 孝
さわらび支部支部長 岳 野 恍 輔
〃 講 師 小 林 攝 匍
孔攝支部支部長 荒 井 峭 孝
〃 講 師 佐 田 攝 朋
澱江支部支部長 竹 嶋 恍 忞
〃 講 師 髙 木 辰 孝
会 計 監 査 中 西 攝 勝

〃 中 西 恍 暉
事務所（水・金）午後2：00～4：00迄
〒555-0024 大阪市西淀川区野里1-27-16
TEL・FAX（06）6475-4763

公 認 広 島 鷺 夕 会
元 老 西 村 夕 城
会 長 石 橋 夕 藻
常 任 相 談 役 小田川　夕　慧
相 談 役 木 村 夕 藍

〃 大 坪 夕 爽
〃 香 川 夕 瑛

副 会 長 城 田 夕 風
〃 中 本 夕 婕
〃 内 元 夕 旺

事 務 局 長 石 本 夕 顕
事 務 局 次 長 林 　 夕 優

他役員・会員一同
連絡先
〒739-0401　広島県廿日市市福面2-8-13石橋夕藻
TEL・FAX0829−56−5578

公 認 鷺 照 吟 詠 会
会 長 大 取 鷲 照

副 会 長 内 田 菖 照

〃 中 山 曈 伸

〃 河 田 轟 声

事 務 局 長 内 田 菖 照

役員・会員一同

公 認 鷺 声 吟 詠 会
顧 問 北 村 鷺 冠

〃 堂 本 鷺 諶
常 任 相 談 役 吉 田 鷺 人
相 談 役 廣 瀬 広 声
会 長 森 　 璽 声
副 会 長 岡 本 鷺 涛

〃 野 島 蓉 声
〃 井 上 容 声
〃 大 森 厚 声
〃 佐 川 駿 声

事 務 局 長 北 尾 耕 声
会 計 部 長 橋 本 嬌 声
会 計 監 査 池 田 涌 声

〃 歌 門 善 声
常 任 理 事 米 田 陶 声

〃 山 本 詩 声
〃 北 田 秀 声
〃 森 　 煌 声
〃 相 田 燁 声
〃 魚 岸 唯 声
〃 前 　 禮 声
〃 池 田 鐙 声

指 導 部 長 森 　 璽 声
作 詩 委 員 長 橋 本 井 声
企 画 部 長 中 川 仁 声
広 報 部 長 藤 原 凛 声
婦 人 部 長 井 上 容 声
青 年 部 長 中　岡　蒼狼声
事務所 〒535-0003 大阪市旭区中宮2-20-18相田燁声方

公 認 岳 豊 会
会 主・ 会 長 松 尾 岳 豊
副 会 長 田 中 岳 涼

〃 岡 田 岳 遙

理 事 長 岸 　 岳 月
（ 豊 岡 支 部 長 ）

副 理 事 長 井 本 岳 湖
（ 日 高 支 部 長 ）

〃 森 　 岳 鷹
（出石但東支部長）

役員・会員一同
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本年も宜しくお願いします。
令和 7年

公 認 鷺 迪 吟 詠 会
顧 問 俵積田輝孝

会 長 山 川 湃 孝

役員・会員一同

船 場 吟 詠 会
会 長 谷 澤 暁 声
副会長・指導部長 菅 原 嶂 孝
理事長・総務部長 岡 野 梅 森
相 談 役 室 屋 鷺 幽

〃 古 田 近 孝
〃 藤 本 月 声
〃 市 川 朋 森

会 計 部 長 鈴 村 博 森
組 織 渉 外 部 長 柴 　 月 森
女 性 部 長 多 田 麗 森
青 年 部 長 大 岡 涼 森

他役員・会員一同

双 仟 吟 詠 会
会 主 村 田 訓 洲
会 長 宮 㟢 訓 胤
事 務 局 長 竹 谷 訓 鳳

他役員・会員一同

鷺 舟 会
会 長 若 林 鷺 誓

副 会 長 加 藤 扇 郊

役員・会員一同

志 舟 会
相 談 役 村 橋 穂 航
会 長 徳 稲 穂 晃
副 会 長 赤 松 青 篁

〃 玉 木 新 壽
〃 尾 上 紅 篁

他役員・会員一同

澄 声 会
会 長 塩 路 澄 誠

他役員・会員一同

天 理 吟 詠 会
会 長 植 村 鷺 登

副 会 長 細 田 璋 行

理 事 長 藤 本 璋 白

副 理 事 長 増 田 鷺 笛

事 務 局 長 冨 森 璋 龍

役員・会員一同

や ま と 吟 詩 会
会 長 安 田 行 軌

役 員 一 同

守 目 堂 吟 詠 会
相 談 役 田 中 鷺 華

会 長 安 川 淞 漱

会 員 一 同

淞 苑 会
会 長 中 谷 淞 苑
副 会 長 木 村 苑 朋
相 談 役 金 澤 苑 玲

役員・会員一同

鷺 郷 吟 詩 会
会 長 大 橋 鷺 迅

会 員 一 同

鷺 恵 会
会 長 松 尾 佳 恵
副 会 長 美 濃 鷺 廣

〃 柴 谷 鶯 恵
理 事 長 酒 井 翔 恵
東ブロック長・総務部長 稲 岡 荘 恵
中 ブ ロ ッ ク 長 福 永 洋 恵
南 ブ ロ ッ ク 長 西 出 灑 恵
研 修 部 長 永 田 璃 恵
経 理 部 長 豊 田 翺 恵
事 業 部 長 中 村 曈 恵
渉 外 部 長 入 江 鷗 恵
広 報 部 長 山 田 崚 恵
女 性 部 長 丸 元 柚 恵

他役員・会員一同

成 秋 会
相 談 役 安楽秋声 松韻支部 河下秋滉
会 長 小平秋紅 淀川支部 東本秋愛
副 会 長 東本秋愛 東淀支部 小平秋紅

〃 河下秋滉 明友支部 米田秋澄
理 事 長 米田秋澄 他役員・会員一同

春 鷺 声 栄 会
会 長 細 田 鵬 声
理事長・事務局長・審査員長 児 玉 登 春
副理事長・昇段副部長・白鷺青年部長 上 中 鵬 春
〃財務部長・昇段部長 本 田 泰 春
〃 会 計 監 査 田 上 紫 鵬
〃会計監査・白鷺青年副部長 光 成 華 鵬
白鷺女性部幹事 田 中 登 洋
競吟大会実行委員 高 橋 亮 鵬

鷺 粋 吟 詠 会
会 主 難 波 恭 粋
会 長 山 本 誠 山

役員・会員一同

吼 月 会
会 主 矢 野 陽 吼

会 長 表 西 鵬 吼

会 員 一 同
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令和７年度　白鷺連合会行事予定　　事業企画部　2025.1.30

年・月・日 白鷺連合会 総本部 関連団体行事

4月 5 第64回白鷺吟詠の集い競吟エーリック 4 正副会 6 財団 吟剣大阪東・北大会

　 19 財団執行部会「吟詠研修会」①

19 常任理事会① 17：30　大開センター 19 正副会　理事会　 20 大阪府連一部二次予選　6会場

25 大坂地区常任理事会　大東

5月 4 常任理事会② 12:00   大開センター 10 元老・相談役・参与会議AM正副会PM 3 律詩連吟・和歌予選大会

4 総会          14:00  大開センター 6 大阪地区連総会・70周年祝賀会

17 正副会　理事会　 11 財団大阪 池田　13 詩游クラブ　

18 大阪府連一部三次予選 5会場

婦人部総会 25 愛連ジュニア・シニア尼崎

6月 7 定期総会　　正副会 1 ポリドール競吟大会予選

14 常任理事会③　17：30　大開センター 14 正副会　理事会　 13 財団常任理事会

15 特別研修会兼推薦師範講習会　 22 日本伝統文化競吟　富田林　

22 吟詠普及研修会(九州)昇格試験(地方) 22 大阪府連一部決勝 高槻　　

7月 18 ～19　白さぎ吟行会IN広島 5 正副会　　 5 財団吟詠研②　　8詩游クラブ

20 昇格試験（師範・準師範・師範代） 13 大阪府連二部決勝 高槻

27 愛連ジュニアシニア決勝　尼崎　

8月 2 正副会　　 10 関吟一部予選　東西南

17 吟詠普及研修会（岡山） 11 財団近畿　大東市民

9 常任理事会④ 17：30　大開センター 9 正副会  理事会 17 関吟一部予選　北

31 青年部大会　会場未定 24 関吟二部予選　東西南北大東市民

9月 6 正副会　　 6 財団吟詠研③　　　16詩游クラブ

14 東明碑前祭・本部研修会（新教本研修) 14 愛連一部吟士権　尼崎

23
吟詠普及（西中国）　27東明未来①特別

講座
大阪実業団　  財団全国剣詩舞

10月 4 正副会　　15～17国内移動教室 5 愛連二部吟士権　尼崎

11 常任理事会⑤ 17：30　大開センター 11 正副会　理事会 日総連全国　6月に予定も

26 全国吟詠大会近畿地区大会（IN大阪） 12 プラチナ大会梅香　12ポリドル全国

11月 1 正副会 1 関吟大阪一・二部決勝？　

9 全国新人中間層競吟大会 1 財団吟詠研④　　11詩游クラブ

16
本部研修会（師範・準師範・師範代昇格課

題詩）
11 財団合吟コンクール全国決勝

25 第23回女性部大会  ロイヤルクラシック 23 吟詠普及（兵庫）29東明未来②特別講座 14 財団常任理事会

12月 6 正副会　　地区連合会代表者会議 少壮チャリティ

14 全国師範代・準師範・指導者級吟士権 日総連近畿地区吟詠大会

13 正副会　理事会　

2026 11 常任理事会⑦12：00プラザオーサカ 10 正副会 西日本互礼会

R8・1月 11 新年互礼会　14：00　　　〃 12 AM　元老・相談役・参与・代議員会議

12 PM　新春吟詠大会　　都ホテル・尼崎 詩游クラブ

少壮コンクール近畿

2月 7 ～8　吟道大学講座 飛翔コンクール　富田林

14 正副会　　 全国吟剣コンクール決勝

22 吟詠普及研修会（東海） 哲友会吟詠コンクール

3月 7 正副会　 詩游クラブ

愛連吟詠フエスティバル

14 常任理事会⑧17：30　大開センター 14 正副会　理事会　 全国少壮決勝

22 吟詠普及研修会（四国） 大阪府連一部一次予選①

29 ～31　本部棚卸 大阪府連一部一次予選②

第65回白さぎ吟詠の集い競吟大会　令和８年4月4日（土）開催予定　会場　エーリック



【告知】「第23回白さぎ女性部吟詠大会」開催のご案内☆

日時：令和７年11月25日（火）
場所：ホテルロイヤルクラシック大阪　大宴会場

＊ 関係各位の皆様には、改めて書面にてご案内申し上げます
が､ 日時と場所が決定しましたので、今からカレンダーに
書きとめてくださるとありがたいです！

＊ ホテルの都合で一昨年と同じく、平日開催となりますが、
多くのご参加で盛り上げてくださることをお願い申し上げ
ます‼️

白鷺女性部・部長　井上　容声

【告知】第58回白さぎ青年部吟詠大会のご案内☆

日時：令和７年８月31日（日）正午開場　12時30分開会
会場：未定（大阪市内予定）
大会テーマ：「真夏の推しのハーモニー」
会費：3,000円

＊会場決まり次第、追って青年部から連絡があります。
カレンダーに日付書き込んでおいてください。

◆青年部大会に参加したら若返る‼
気持ちは青年部‼️ と、白さぎ会員は皆んな口を揃えた
ように答えます
若々しい青年部の笑顔が皆んなを引き寄せますね‼️
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・年度初めの白さぎ最初の行事は、毎年4月開催の「白鷺
吟詠の集い競吟大会」です。全国白さぎ会員が集まり、絆
を深め、気迫のこもった吟声で令和6年度も幕開けしました。
・令和6年5月開催の「白鷺総会」では、役員改選の年に
当たり、再任も多い中、新任役員も選出されました。現役
新任三名の皆さんにHPと本紙面で抱負などのご挨拶をい
ただきました。
・白さぎ事業企画部には、同青年部員も掛け持ち参加して
いるので、本年度は久々の「白さぎ交流会」を青年部大
会とコラボ開催することとなりました。
・今回も編集記事は、都度、白鷺HPで取り上げた内容を
復元させる形としました。

スマホケイタイが普及する時代ですが、まだまだ高齢社会で
デジタル化に立ち後れている方々にも情報を等しく提供する
ためです。紙面にあるQRコードを映像で取り込めば、カラー
写真など満載の白さぎHPへジャンプできるようにしています。
どうぞ、お楽しみ下さい。
・白さぎも会員数が年々減少していく状況は打破できずにい
ますが、元気溌剌とした活気ある活動を通して、詩吟仲間
を増やすことに専念いたしましょう。情報の共有を図るため
の一役を担う広報部は、これからも工夫を絶やさず邁進し
たいと思います。ご指導ご鞭撻宜しくお願いいたします。
 広報部・HP管理部　部長　塩路澄誠

編 集 後 記
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QR コードで

HP へジャンプ。

☟
＜日時＞　2025年7月18日（金）～19日（土）一泊二日

　　　　　　　　　　交歓吟詠会・懇親会・宮島観光

＜場所＞　宮島　ホテル錦水館

お　知　ら　せ

◆予告◆　みんなで成功させよう♪

白さぎ吟行会in広島
「宮島を知り尽くそう」




